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論文内容の要旨
本論文はガラスレーザーの性能向上に関する研究の成果をまとめたもので11章より構成されている。
第 1 章は緒論であって，高出力ガラスレーザーの現状及び問題点をとりまとめ，慣性核融合用エネ
ルギードライバーとしてのガラスレーザーの重要性について述べ，研究の意義を明らかにしている。
第 2 章では，高出力ガラスレーザーシステムの構成要素及びその機能について述べている。
第 3 章では，レーザ一光学素子としてレーザー高速度スイッチの開発研究の結果をまとめている。
すなわち高速度でジッターの少ない光スイッチとしてレーザートリガースパークギャップ (LTSG) , 
クライトロンスイッチ，レーザートリガー誘電体スイッチ (LTDS) 及びシリコンスイッチを開発し，
動作特性，問題点を解明し，高速度シャッターへの応用について述べている。
第 4 章では，高安定レーザーパルスの発生に関する研究結果を取り上げている。高出力ガラスレー
ザーに使用される燐酸塩系レーザーガラスと発振波長がほぼ等しい Nb:YLF結品を使った発振器の
開発研究，またプラズマ実験においてペレット燃料球の断熱圧縮を行うのに必要なテーラーパルス発
生用として，従来から発表されているものより 10倍以上も高効率の受動型多重工タロンパルス整形器
の開発研究， さらに能動的パルス整形器として新方式のパルス整形器について述べている。
第 5 章では，誘電体多層蒸着薄膜のレーザー損傷耐力向上に関する研究結果を述べている。蒸着膜
のレーザー損傷耐力を向上させるために各種の蒸着膜の損傷実験を行い，高耐力蒸着膜に関する成果
を明らかにしている。
第 6 章では，高出力ガラスレーザー用大口径ファラデ一回転子の開発研究について，ファラデ一回
転子の構成要素及びアイソレーション特性を検討し，その結果をまとめている。
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第 7 章では，スペーシャルフィルターの構成要素の設計，検討を行い試作特性を述べている。
第 8 章では，大入力フラッシュランプの耐力向上の研究としてフラッシュランプの故障原因を調べ，
石英管の熱処理法及び製作法の改良によって従来のフラッシュランプより数倍も長寿命化に成功し，
また，フラッシュランプの新しい点灯方式(大阪点灯方式)を考案し，この方法に従えば10倍以上も
長寿命化できることを実験的に示している。また，ランプの寿命算出に関する実験式を新しく導入し，
フラッシュランプに関する一連の実験を総括している。
第 9 章では，高出力ガラスレーザー用光学素子の性能検査に関する実験結果を述べ，ガラスレーザ
ー用各種光学素子の性能検査法を確立し 装置の信頼性を高め 性能を向上させた成果を明らかにし
ている。
第10章では，高出力ガラスレーザーのシステム動作特性に関し，激光 H号装置では出力 O.4TW( 2 
ビーム，パルス幅100ps) を，激光町号装置では出力 4TW (4 ビーム，パルス幅100ps) をビーム
プレークアップなしに得た結果を詳述している。
第11章は結論であって，第 1 章から第10章に亘って述べた研究結果を総括し，得られた知見を取縄
めている。
論文の審査結果の要旨
本論文は，ガラスレーザーの性能向上に関する一連の研究をとりまとめたものである。
まず，ガラスレーザー用各種光学素子の開発について詳細な研究を展開し，誘電体多層蒸着薄膜の
レーザー損傷耐力の向上をはじめ 大口径ファラデ一回転子の設計開発 ついで空間フィルターの性
能向上を研究し， レーザー装置の保護と長寿命化に格段の成果を生み出している。
次にレーザー励起用大出力フラッシュランプの長寿命化 耐損傷性の向上に努め 著しい成果を得
ている。新式ランプの設計法を確立し，又，大阪点灯方式と称する新しい点灯法を発明し，フラッシ
ュランプの使用寿命をー桁向上させ かっ残存寿命を推定する実験式を導き出している。
また，これらの新知見を用いて，ガラスレーザーの総合性能を向上させ，その特性を実測し，大出
力ガラスレーザーの工学的技法を確立している。
以上の結果，本論文は，ガラスレーザーの性能向上に著しく寄与する新知見を与えるとともに実際
に，大出力ガラスレーザーを建設し，その運用上の問題的を解明し，レーザー核融合工学の研究に大
きく貢献している。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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